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問
　
び
わ
青
少
年
の
家
の
利
用

対
象
者
を
広
げ
、
市
内
の
青
少

年
団
体
や
育
成
関
係
者
に
加
え

て
市
内
外
の
家
族
連
れ
や
グ

ル
ー
プ
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
団
体

な
ど
へ
の
配
慮
と
現
在
の
ニ
ー

ズ
と
の
乖
離
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。　

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
青
少
年

健
全
育
成
の
た
め
に
活
動
し
て

き
た
市
内
青
少
年
育
成
団
体
は

継
続
的
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
優
先
的
に
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
現
状
は
団
体

で
の
利
用
施
設
と
し
て
整
備
運

営
し
て
お
り
、
家
族
連
れ
や
少

人
数
利
用
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
、
少

人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
利
用
を
可

能
に
し
た
。

問
　
９
月
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
内
容
を
伺
う
。　

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
野
外
ト

イ
レ
の
改
修
や
施
設
内
の
一
部

舗
装
に
向
け
た
測
量
、
設
計
の

ほ
か
、
野
外
調
理
場
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
快
適
性
や
衛
生
環

境
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

問
　
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
設
置
や
、

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
環
境
の

改
善
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
各
通
信

回
線
事
業
者
と
相
談
し
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
　
利
用
者
が
炊
事
場
内
の
か

ま
ど
の
周
り
で
食
事
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
。
野
外
テ
ー
ブ
ル

周
辺
の
整
備
の
必
要
性
を
感
じ

る
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
今
ま
で

は
一
団
体
が
利
用
す
る
想
定

だ
っ
た
が
、
今
後
は
複
数
の
団

体
が
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
利
用
の
ル
ー
ル
や
野
外

テ
ー
ブ
ル
の
整
備
も
含
め
、
計

画
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

問
　
び
わ
青
少
年
の
家
の
魅
力

ア
ッ
プ
整
備
計
画
を
立
て
て
整

備
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
利
用
者

の
目
線
を
大
事
に
し
、
多
く
の

人
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

問
　
３
館
統
合
後
は
集
会
機
能

の
み
の
施
設
に
な
る
予
定
で
あ

る
。
現
在
の
利
用
団
体
が
不
自

由
に
な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
会

館
に
美
術
室
や
会
議
室
兼
音
楽

室
を
用
意
し
、
空
手
や
ダ
ン

ス
、
陶
芸
な
ど
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
会
議
以

外
を
目
的
と
す
る
場
合
は
、
他

の
施
設
を
使
用
し
て
も
ら
う
。

諸
活
動
団
体
に
は
他
の
施
設
へ

の
利
用
案
内
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
丁
寧
な
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
く
。

市
内
小
中
学
校
体
育
館 

の
エ
ア
コ
ン
設
置

問
　
体
育
館
は
災
害
発
生
時
の

避
難
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る

が
、
避
難
時
の
寒
さ
に
よ
る
関

連
死
の
事
例
が
あ
る
こ
と
や
夏

場
は
熱
中
症
や
感
染
症
の
リ
ス

ク
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
エ
ア

コ
ン
の
設
置
は
必
須
だ
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
よ
り
効
率
的

で
効
果
的
な
設
置
方
法
を
検
討

し
、
継
続
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
を
研
究
し
て
い
く
。

な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

に
葬
儀
場
建
設
予
定

問
　
平
塚
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
住
民
説
明

会
後
に
、
一
部
住
民
に
対
し
不

当
な
行
為
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
事
業
者
に
丁
寧
な
説
明

を
す
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
規
定
を
口
頭
で

事
業
者
に
説
明
し
、
規
定
に
則

し
た
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
指

導
し
た
。

幼
児
教
育
の
行
方
は

問
　
ひ
ば
り
幼
稚
園
と
南
原
保

育
園
が
統
合
さ
れ
、
民
設
民
営

の
認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
す
る

が
、
本
市
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺

う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
幼
・

保
・
小
の
枠
組
み
を
超
え
、
計

画
的
、
継
続
的
に
連
携
を
進
め

て
い
け
る
よ
う
、
教
職
員
が
幼

児
や
児
童
の
生
活
や
学
び
に
つ

い
て
相
互
理
解
を
深
め
、
育
て

た
い
力
や
指
導
上
の
配
慮
指
導

計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
で
き

る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、

全
て
の
幼
・
保
・
こ
ど
も
園
の

連
携
を
強
化
し
、
幼
児
教
育
の

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
教
育

委
員
会
主
導
で
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

学
校
教
育
部
長
　
幼
児
教
育
の

内
容
、
指
導
方
法
な
ど
に
関
す

る
調
査
研
究
、
保
育
教
諭
に
関

す
る
相
談
業
務
な
ど
を
研
究
し

て
い
る
。
先
行
自
治
体
の
事
例

な
ど
を
見
な
が
ら
本
市
の
実
情

を
踏
ま
え
て
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

無
所
属

輝
く
明
日
の
平
塚
を
見
据
え
て

臼
井 

照
人 

議
員

青
少
年
会
館
と
勤
労
会
館
が
教
育

会
館
へ
統
合
、
市
民
の
声
は

佐
藤 

由
美
子 

議
員

過去に発行した議会だより

「マチイロ」

市議会ホームページでは、
これまで発行し
たひらつか議会
だよりをご覧い
ただけます。

アプリ「マチイ
ロ」にひらつか
議会だよりを掲
載しています。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第５９号　平塚市立の学校の
設置に関する条例の一部を改正す
る条例
　市立幼稚園を廃止するために
条例を改正するものだが、市立幼
稚園は配慮を必要とする子どもを
含めたインクルーシブな幼稚園だ
と認識している。幼児期における
インクルーシブ教育について、本
市の考え方を伺う。
　インクルーシブ教育について
だが、本市では全ての子どもがで
きるだけ共に学び共に育つという
共生社会に向けた教育の実現に向
けて取り組んでいる。
○議案第６７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　中学校特別教室・教育相談室
空調機賃借料について、中学校は
市内に15校あると思うが、今回購
入ではなくリースにした理由と、
国や県の補助金が出るのか伺う。
また、期間が12年間と長いが、な
ぜこんなに長期間なのか伺う。

　購入とリースを比較検討し、
維持管理も含めて安価であったこ
とと、短期間での設置が可能であ
ることからリース方式を選んだ。
リース方式は補助の対象とならな
いが、コストの比較検討をした中
で、若干ではあるがリースのほう
がコスト的なメリットがあること
を加味したうえで選んでいる。
リースの期間は12年間だが、実質
は１２０か月で10年間となり、今
の予定では令和７年９月から令和
17年８月末までとなる。
　中央図書館改修設計業務委託
料について、中央図書館が休館す
るのは令和８年度から９年度の２
か年である。この間は図書館利用
者はどうしたらよいのか。図書館
は本の貸出しだけでなく、児童生
徒や受験生などが学習の場として
利用している。休館期間に代替場
所などを考えているのか伺う。
　休館中の利用者対応だが、休
館中は臨時窓口の設置を予定して
おり、併せて地区図書館の利用を
促していきたいと考えている。児
童生徒や受験生などの学習の場所
についても同様に、休館中は地区
図書館の利用を案内していく。

環境厚生
　議案８案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第６１号　平塚市七国荘の設
置及び管理等に関する条例を廃止
する条例
　この条例は七国荘の廃止につ
いての条例だが、来年４月１日以
降の所管課を伺う。
　４月１日以降の所管課は、ど
こが使用していくのかを現在庁内
で調整中であり、現段階では確定
していないが、令和６年度中は福
祉部が所管していく。
　七国荘の廃止について、市民
から提言や意見があったのではな
いかと想像するが、なぜこの意見
が開示されていないのか伺う。
　「福祉会館等のあり方見直し

（案）」から意見を基に改正した箇
所があり、現在ホームページで
「福祉会館等のあり方見直し」の
確定版が見られるようになってい
る。
○議案第６７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　社会福祉総務費のなぎさふれ
あいセンター改修事業について、

どのような改修を行うのか伺う。
　設置から30年ほどが経ち、施
設の長寿命化を考えるなかでの大
規模改修が入り口である。多額の
経費がかかるものは、例えば空調
などの更新や変電設備などの機械
設備で、ソフト面というよりも建
物の機能そのものの改修が多くあ
る。そのほか間取りの変更、床や
壁の張り替えを進めることで合計
13億円の継続費を計上している。
　予防費の予防接種事業につい
て、ワクチンの詳細を伺う。
　今回の新型コロナワクチンに
ついては、高齢者の重症化予防を
対象としたワクチンとなるため、
６5歳以上の人を対象としたものと
なる。また、６0歳から６5歳未満の
基礎疾患がある人も対象になる。
使用するワクチンについては、国
で薬事承認が行われており、予定
としてはファイザー、モデルナ、
ノババックス、第一三共、Ｍｅｉ
ｊｉＳｅｉｋａファルマの５種類
が認定される予定である。このワ
クチンについては医療機関が購入
することになっており、各医療機
関で接種をしてもらうこととなっ
ている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。


